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私は昭和61年に東北大学医学部卒業し，福島県いわ
き市立磐城共立病院で2年間の内科研修を行った後，
昭和63年 4月から当時東北大学第二内科助教授から
初代教授に就任された阿部圭志先生が教授に就任され
た東北大学医学部病態液性調節学大学院に1期生とし
て入学しました．大学院時代には当時出来たばかりの
東北大学遺伝子実験施設（山本徳男教授）を経て平成
2年からは分子生物学のメッカであった京都大学医学
部附属免疫研究施設中西重忠教授（学士院賞恩賜賞，現
大阪バイオサイエンス研究所長）の研究室に移り，中
枢神経の代謝型グルタミン酸受容体mGluR5の単離
を行いながら研鑽を積み学位論文に仕上げて平成4年
に東北大学大学院を卒業しました．その後医局に戻り，
平成5年から日本学術振興会特別研究員，平成7年か
らヒューマンフロンティア財団長期研究員として米国
ハーバード大学医学部の腎臓内科Steven C.Hebert
教授のもとでCaイオンセンサーの研究を行いまし
た．平成 9 年に帰国し東北大学医学部生体情報学（八
尾寛教授）の助手を経て平成13年から東北大学医学部
附属病院腎高血圧内分泌科伊藤貞嘉教授のご高配のも
と同科講師となり，また同年より科学技術振興事業団
さきがけ研究21研究員を兼任し，後に述べるトランス
ポーターの研究を開始しました．その後東北大学病院
腎高血圧内分泌科の教育担当主任，病棟医長，医局長
を経て平成20年 4月から全国にさきがけて東北大学
に設立された東北大学大学院医工学研究科分子病態医
工学分野教授並びに東北大学大学院医学系研究科医工
学連携講座病態液性制御学分野教授に就任しました．
東北大学医工学研究科は，工学の知識や技術を駆使
して生命の不思議に迫り，医学・医療の革新を通して
人類の社会福祉に貢献することを目標として我が国初
の医工学研究科が本年4月 1日をもって東北大学に誕
生しました．医工学研究科の講座には社会人大学院博
士課程大学院生が入学しております．
同時に東北大学大学院医学系研究科には医工学連携
講座病態液性制御学分野の講座も兼務し，東北大学病
院腎高血圧内分泌科で高血圧の臨床を行いながら，研
究を志す医学部出身大学院生を迎えて新たな腎臓・高
血圧・内分泌学の治療研究を行っておます．
私はここ十年来，第一外科と共同で胆汁酸トランス
ポーターの単離を皮切りに甲状腺ホルモントランス
ポーター，高脂血症薬であるスタチンのトランスポー
ターや抗癌剤のトランスポーターを発見してきまし
た．最近我々は腎臓における有機アニオントランス
ポーターの機能解析と腎不全治療法の開発を主眼にお
いています．腎臓では腎機能低下によって体にいわゆ
る「尿毒症物質」が蓄積しており，その蓄積が腎細胞
障害を惹起しさらに腎機能低下をもたらすという「悪
性サイクル」を形成することが古くから知られていま
す．生体内での異物，毒物，尿毒症物質の排泄には肝
臓と腎臓が大きく関与しています．なかでも水溶性あ
るいは水溶性に体内代謝を受けた物質は腎臓から尿中
に排泄されます．
今日までヒト腎臓からの尿毒症物質の詳細な解析と
腎排泄に関わる因子は解明されていませんでした．
我々はヒト腎臓のみに存在する尿毒症物質輸送トラン
スポーターSLCO4C1を 2004年に単離しアメリカ科
学アカデミー紀要に発表したのをきっかけとして現
在，慶応大学，岡山大学，京都大学，長崎大学，仏ニー
ス大学，東北大学各学部，バイオベンチャー等の多施
設と共同研究をすすめており，そのプロジエクトが機
構平成20年度科学技術振興産学共同シーズイノベー
ション化事業育成ステージに「腎薬物排泄機構を用い
た新たな腎不全治療法の確立」として採択されました．
なかでも高脂血症薬「スタチン」類を内服すると尿毒
症物質輸送トランスポーター蛋白の発現を調節し，腎
不全時に体内で蓄積されている尿毒症物質の排泄が促
され腎臓病の悪化が防げることを発見しました．慢性
腎臓病の抜本的な治療法が確立されていない中，腎不
全の進行を抑制し透析治療の開始を遅らせる治療法と
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して今後発展させてゆきたいと思っております．腎不
全と腎透析を受ける患者さんの数は年々増加の一途を
辿っており，現在20万人が維持透治療を行っており，
さらに毎年3万人以上が新たに透析導入に至っており
ます．我々の教室では臨床と研究を融合させた腎不全
対策や癌治療法の開発を行うことで社会に貢献するこ
とが出来ると考えております．
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